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長野県内で牛乳の宅配を営む企業。明治ブランド・地域網・DX化を特徴としており、最大の強みは業
務委託ノウハウ。当社の差別化源である知財・知的資産（特に業務委託活用ノウハウ）を可視化・
体系化し、保護と活用の方針を明確化することで、経営課題の解決と成長戦略の実行力を高める。

過去～現在

（As-Is）

現在～将来

（To-Be）

知的財産（強み・壁）を

いかにして生み出し、安定

した事業に貢献しているか
についてストーリー化する

将来像の実現に向けた課

題およびその解決の方向

性（事業構想）を明確
化する

将来像の実現に向けた実
行計画をストーリー化する

当社の事業に貢献してきた最大の知財としての強みは、業務委託業者の活用ノウハウであり、地域に

根差しているマルエー独自のビジネスモデルとなっており、競合企業には不可能である点を自社の他に
保有する知財と共に整理した。

独自の経営ノウハウを活かして事業を運営してきたものの、直近の売上減少の主因は解約数の増加
とコスト高である。特に解約増には、人材不足によるサービス低下が影響している。

課題解決に向けては、短期、中長期に分けて経営戦略の検討を行った。

短期戦略では、解約要因の収集・分析（ロイヤル顧客の深掘りとクロスセル・アップセル）、業務委
託業者からの情報活用、顧客接点の入口改善、楽曲を活用したブランド浸透を即時に進める。

中長期では、セグメント層の拡大と企業向けサービスの展開、健康・営業を接点にした地域密着サー
ビスで顧客基盤を強化する、という点を整理した。

知財・事業の概要および知財ビジネス報告書作成の目的

企業名 株式会社マルエー 金融機関名 長野県信用組合

作成を支援した

機関名・氏名
セリオ国際特許商標事務所 石井琢哉

知財ビジネス報告書への記載概要

サービス業 商標・ノウハウ

主力商品である明治の乳製品
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長野県信用組合からの評価結果

知財ビジネス報告書
を通じて認識した強み

高い利益率のビジネスモデルが構築されており、今後も顧客数の増強を図ることで、高い水準での利
益率を維持できる点は強みである。

改めて認識した点

新たに認識した点
人件費や販売状況の独自分析や、業務効率化を目的としたシステムの発案及び構築力を有して

いる。顧客からのニーズをもとに⼆次元コードやバーコード決済といった利便性の高いシステムの開発を
自社開発するなど、他社に比して突出したDX推進を行っている。

知財ビジネス報告書
を通じて認識した課題

過年度の利益積上げにより強固な財務基盤を有しているものの、牛乳宅配市場は成熟化しており、

新規取引先の獲得状況は鈍化している。主要顧客層である高齢者以外の層への推進体制構築
が課題であると認識した。

改めて認識した点

新たに認識した点
近時の物価高騰による製品値上げを主因として解約率が上昇しており、解約阻止に向けた施策が

必要であると感じた。新規取引先獲得に経営資源の大半を投入しているため、既存顧客の維持管
理にも注力していく必要があると認識した。

将来のビジネス展開に

向け金融機関として
サポートできる点

◼ 新規事業展開に係るシステム投資、知財投資に対して融資等金融支援による支援を検討する。特に当社では長期にわ

たり事業内容が好調に推移していたため、直近の利益減少に伴い低利な融資制度が利用であることから、融資利用時に
は有利な制度を提案する。

◼ INPIT長野県知財総合支援窓口等の支援機関と引き続き連携し、知財戦略の具体化、新たな特許等の権利化支援な
どを継続して行う。

マルエー社からのコメント

知財ビジネス報告書の作成を通じて得られた
新たな気づきがあったか

顧客などから知り得た情報、もしくは知り得るポジショニングについて価値を見直すことができた。

知財ビジネス報告書をどう活用できそうか 既存事業の新たな市場の開拓や新規事業の開拓時に活用ができる。
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